
地方公務員　安全と健康フォーラム　2012.10 20

公
務
職
場
で
も
前
向
き
に
生
か
し
た
い

「
死
亡
率
第
1
位
」
の
イ
ン
パ
ク
ト
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覧
表
に
は
、
主
食
と
数
多
く
の
主
菜
、
副
菜

の
メ
ニ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も

順
次
増
や
さ
れ
て
い
る
。

毎
日
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
1
か
月
ご

と
の
グ
ラ
フ
で
表
示
さ
れ
る
。
必
要
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
と
摂
取
カ
ロ
リ
ー
と
の
比
較
も
示
さ

れ
る
の
で
、
食
べ
過
ぎ
か
ど
う
か
は
、
一
目

瞭
然
だ
。
さ
ら
に
月
に
何
歩
歩
い
た
か
を
入

力
す
れ
ば
、
そ
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
も
わ

か
る
。
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
超
過
し
て

も
、
そ
の
分
ど
の
く
ら
い
消
費
で
き
た
か
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
健
康
管
理
ツ
ー
ル
」
の
運
用
開
始
は
7

月
。
利
用
者
は
ま
だ
少
な
い
が
、
今
後
周
知

を
図
り
、
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

「
健
康
・
医
療
ク
ラ
ス
タ
ー
」

に
も
参
加

も
う
一
つ
の
対
策
が
、
地
域
の
産
学
官
が
連

携
し
て
、
糖
尿
病
の
新
た
な
検
査
・
診
断
装
置

徳島県職員の定期健診・人間ドック受診者の結果判定表1

定
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る

と
、
糖
質
代
謝
に
お
け
る
「
要
医
療
」
と

「
要
経
過
観
察
」
の
合
計
は
、
51
・
3
％

（
22
年
度
）
、
43
・
2
％
（
23
年
度
）
と
高

い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

県
が
22
年
度
に
実
施
し
た
「
県
民
健
康
栄

養
調
査
」
（
5
1
1
世
帯
、
1
3
4
6
人
対

象
）
で
は
、
糖
尿
病
の
可
能
性
が
強
く
疑
わ

れ
る
、
あ
る
い
は
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否
定

で
き
な
い
人
の
割
合
は
、
22
・
5
％
と
な
っ

て
い
る
。
「
調
査
の
前
提
条
件
と
な
る
判
定

基
準
が
異
な
る
の
で
、
単
純
に
比
較
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
県
職
員
の
有
所
見
者
の
割
合
は

非
常
に
高
い
と
い
う
印
象
を
持
た
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
」
と
語
る
の
は
、
徳
島
県
経
営
戦
略

部
職
員
厚
生
課
主
査
兼
係
長
の
虎
尾
充
子
さ

ん
で
あ
る
。

23
年
度
に
は
、
前
年
度
と
比
べ
要
経
過
観

察
の
該
当
者
が
減
少
し
て
い
る
半
面
、
要
医

療
は
増
加
し
て
い
る
。
経
過
観
察
中
に
増
悪

し
て
要
医
療
へ
移
行
す
る
人
が
増
え
た
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
関
係
す
る
、

脂
質
代
謝
と
血
圧
の
デ
ー
タ
か
ら
も
、
有
所

見
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
職
員
厚
生
課

健
康
管
理
担
当
課
長
補
佐
の
辻
泰
次
さ
ん

は
、
「
定
期
健
診
後
、
産
業
医
や
保
健
師
が

職
場
を
巡
回
し
、
指
導
や
相
談
を
行
う
と

い
っ
た
従
来
の
対
策
だ
け
で
は
、
限
界
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
生
活
習
慣
を
変
え
て
も

ら
う
、
新
し
い
“
仕
掛
け
”
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と
語
る
。

そ
の 

“
仕
掛
け
”と
し
て
今
年
度
か
ら
始
め
た

の
が
、庁
内
L
A
N
に
よ
る「
健
康
管
理
ツ
ー
ル
」

で
あ
る
。業
務
用
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
持
つ
職
員

な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

「
職
員
自
ら
が
気
づ
き
、
生
活
習
慣
を
改

善
し
て
い
く
」
（
辻
さ
ん
）
と
い
う
仕
組
み

は
、
次
の
と
お
り
だ
。
ま
ず
身
長
、
体
重
、

年
齢
、
性
別
を
入
力
し
、
自
分
の
標
準
体
重

と
B
M
I
、
基
礎
代
謝
量
を
知
る
。
続
い
て

こ
の
基
礎
代
謝
量
を
登
録
、
後
は
毎
食
、
食

べ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
入
力
し
て
い
く
。
メ

ニ
ュ
ー
は
写
真
入
り
の
一
覧
表
で
示
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
セ
レ
ク
ト
す
る
だ
け
で
良
い
。
一

徳
島
県
で
は
、
平
成
5
年
以
降
、
19

年
を
除
き
、
23
年
ま
で
の
間
、
糖
尿
病

に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
第
1
位
※1
を
続
け

て
い
る
。
糖
尿
病
に
よ
る
受
療
率
も
第

2
位
と
な
っ
て
い
る
※2
。
こ
う
し
た
状
況

を
受
け
て
県
で
は
17
年
に
糖
尿
病
緊
急

事
態
宣
言
を
全
国
で
初
め
て
発
令
。
以

降
、
現
在
ま
で
、
県
民
向
け
に
糖
尿
病

予
防
の
た
め
の
各
種
施
策
を
展
開
し
て

い
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
公
務
職
場
に
お

け
る
糖
尿
病
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
県
庁
と
市
町
村
職
員
共
済
組
合

の
事
例
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
県
職
員

を
含
む
県
民
1
4
0
0
人
を
対
象
に
、

糖
尿
病
に
関
す
る
疫
学
調
査
を
継
続
中

の
徳
島
大
学
の
船
木
特
任
教
授
に
も
話

を
聞
い
た
。

職
員
自
ら
気
づ
き
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
「
健
康
管
理
ツ
ー
ル
」

最
初
に
県
庁
の
対
策
を
紹
介
す
る
が
、
そ

の
前
に
、
県
職
員
の
健
診
結
果
デ
ー
タ
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。
表
1
は
、
職
員
の
定
期

健
診
お
よ
び
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
結
果
判

※ 1　厚生労働省：人口動態統計
※ 2　厚生労働省：平成 20年患者調査

経営戦略部職員厚生課健康
管理担当課長補佐・辻泰次さん

経営戦略部職員厚生課主査
兼係長・虎尾充子さん

糖質代謝
22年度 23年度

要医療 5.8％ 6.2％
要経過観察 45.5％ 37.0％
異常なし 48.7％ 56.8％

脂質代謝
22年度 23年度

要医療 22.3％ 18.3％
要経過観察 29.0％ 28.0％
異常なし 48.7％ 53.7％

血圧
22年度 23年度

要医療 11.4％ 13.6％
要経過観察 8.2％ 9.3％
異常なし 80.4％ 77.1％
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や
治
療
法
を
開
発
す
る
「
徳
島　

健
康
・
医
療

ク
ラ
ス
タ
ー
」
へ
の
参
加
で
あ
る
。

同
ク
ラ
ス
タ
ー
の
柱
の
一
つ
に
、
「
糖
尿

病
の
一
次
、
二
次
予
防
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」
が
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
健
康
情
報

収
集
・
分
析
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
糖
尿
病
予

防
の
有
用
性
の
研
究
」
が
据
え
ら
れ
て
い

る
。
県
で
は
、
こ
の
研
究
で
開
発
さ
れ
た

「
I
C
T
を
活
用
し
た
健
康
デ
ー
タ
の
見
え

る
化
シ
ス
テ
ム
」
を
今
年
度
か
ら
試
行
的
に

導
入
し
て
い
る
。
導
入
に
あ
た
り
、
人
間

ド
ッ
ク
・
定
期
健
康
診
断
で
、
H
b
A
1
c

が
基
準
値
以
上
（
特
定
健
診
の
保
健
指
導
判

定
値
／
5
・
2
％
以
上
・
J
D
S
値
）
の
職

員
の
中
か
ら
希
望
者
を
募
り
、
30
人
が
集

ま
っ
た
。

参
加
者
に
歩
数
計
を
貸
与
、
ま
た
血
圧
計

と
体
組
成
計
を
庁
舎
内
に
設
置
し
毎
日
計

測
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
毎
日
、
サ
ー
バ
に

送
信
す
る
。
歩
数
計
に
は
フ
ェ
リ
カ
機
能

（
非
接
触
型
I
C
カ
ー
ド
の
通
信
方
式
の
一

つ
）
が
付
い
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
に
置
く
だ

け
で
デ
ー
タ
が
送
信
さ
れ
る
。
サ
ー
バ
に
蓄

積
さ
れ
た
健
康
デ
ー
タ
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
仕
組
み
だ
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
特
徴
的
な
の
は
、
健
康

デ
ー
タ
の
見
せ
方
で
あ
る
。

体
重
や
血
圧
な
ど
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
変

化
は
も
と
よ
り
、
自
分
の
歩
数
の
参
加
者
中

の
順
位
、
毎
月
の
歩
数
上
位
ラ
ン
キ
ン
グ
、

ま
た
自
分
の
歩
数
の
目
標
達
成
度
な
ど
が
表

示
さ
れ
る
。
体
内
年
齢
が
「
実
年
齢
よ
り
○

歳
若
い
で
す
」
な
ど
と
出
る
「
今
月
の
体
内

年
齢
」
も
示
さ
れ
る
。

前
出
・
虎
尾
さ
ん
は
、
「
参
加
者
の
皆
さ

ん
の
間
で
は
、
歩
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ
や
体
内

年
齢
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
ね
」

と
語
る
。
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
見
せ
合
う
の

は
憚
ら
れ
る
が
、
歩
数
ラ
ン
キ
ン
グ
や
体
内

年
齢
な
ら
ば
、
気
軽
に
見
せ
合
っ
て
、
「
一

緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
雰
囲
気

が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
。

昨
年
度
は
、体
組
成
計
に
よ
る
計
測
と
食
生

活
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
保
健
指
導
を
組
み

合
わ
せ
た「
1
か
月
体
質
改
善
ダ
イ
エッ
ト
」を

実
施
し
て
い
る
。希
望
者
だ
け
の
限
定
さ
れ
た

取
り
組
み
だ
が
、
「
そ
の
人
た
ち
が
楽
し
げ

に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
、
ま
た
実
際
に
健

康
に
、
ス
リ
ム
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
が
、
周
り
の
職
員
の
気

づ
き
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が

る
―
。
そ
ん
な
波
及
効
果
も
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
虎
尾
さ
ん
は
語
る
。

充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の

生
活
習
慣
病
対
策
事
業

続
い
て
、
組
合
員
数
9
6
4
2
人
、
被
扶

養
者
数
9
7
7
7
人
を
擁
す
る
（
23
年
度
決

算
時
点
）
、
徳
島
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

そ
の
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
展
開
し
て

い
る
「
生
活
習
慣
病
対
策
事
業
」
は
、
①
栄

養
相
談
、
②
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
、
③
禁
煙

支
援
、
④
食
生
活
指
導
―
―
と
い
う
4
つ
の

柱
か
ら
成
る
。
他
の
市
町
村
職
員
共
済
組
合

と
比
べ
、
非
常
に
充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
と
い

え
る
。

①
の
栄
養
相
談
は
、
希
望
す
る
組
合
員
等

を
対
象
に
、
同
組
合
か
ら
要
請
し
た
県
栄
養

士
会
所
属
の
管
理
栄
養
士
が
所
属
所
を
訪

問
、
面
談
に
よ
る
栄
養
相
談
を
実
施
す
る
と

い
う
も
の
。

②
の
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象
は
、
35

歳
以
上
39
歳
以
下
の
組
合
員
。
自
己
チ
ェ
ッ

ク
方
式
の
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
分
析
し
、
A
～
E
の
5
段
階
判

定
を
返
す
と
い
う
も
の
。
対
象
年
齢
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
特
定
健
診
受
診
前
の
年
代
か

ら
、
生
活
習
慣
改
善
を
図
っ
て
も
ら
う
の
が

目
的
で
あ
る
。

③
の
禁
煙
支
援
で
は
、
公
益
財
団
法
人
日

本
対
が
ん
協
会
主
催
の
「
ら
く
ら
く
禁
煙
コ

ン
テ
ス
ト
」
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
そ
の
費

用
を
組
合
が
補
助
す
る
。
本
来
4
0
0
0
円

の
参
加
料
だ
が
、
組
合
員
の
自
己
負
担
は

5
0
0
円
と
な
っ
て
い
る
。

④
の
食
生
活
指
導
は
、
民
間
企
業
が
運
営

す
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
支
援
サ
イ
ト
を
、
無
料
で

利
用
で
き
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
サ
イ
ト
で

は
、
食
事
や
運
動
の
内
容
な
ど
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
栄
養
計
算
や
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

な
ど
が
わ
か
る
。
ま
た
メ
ー
ル
で
栄
養
士
に

相
談
も
で
き
る
と
い
う
。

健
康
情
報
の
提
供
は

世
帯
単
位
で
考
え
る
べ
き

こ
れ
ら
の
事
業
を
見
る
と
、
①
の
栄
養
相

談
と
④
の
食
生
活
指
導
は
、
内
容
が
重
複
し

て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の

北
浦
忠
明
さ
ん
は
、
こ
う
語
る
。
「
栄
養
相

談
は
長
く
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
場

の
指
導
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
き
ら
い
が
あ
り

ま
す
。
指
導
の
結
果
を
日
々
の
食
事
に
生
か

す
た
め
に
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
情
報
提

供
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

栄
養
相
談
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
も
の
と
し
て
、

ネ
ッ
ト
の
活
用
を
考
え
ま
し
た
」
。

ネ
ッ
ト
な
ら
、
組
合
員
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
も
見
る
機
会
が
増
え
る
。
「
組
合
か
ら

各
職
場
や
組
合
員
に
通
知
や
広
報
を
し
て

　徳島県庁では、この8月・9月の期間限定
で本庁舎11階の食堂に、県産野菜を使った
サラダバーを設置した。職員の健康向上・野
菜摂取量のアップを目的としたものだが、県
職員以外も利用できた。使用される野菜は、
キュウリ、ミニトマト、レタス、ピーマンなど。
午前11時30分から午後2時までの間、1皿
150円・おかわり自由で提供された。
　職員厚生課副課長の古川広志さんは、
「ナスやレンコン、オクラ、シイタケなどの素
揚げを加えた夏野菜カレーも350円で販売
しました。フレッシュな県産野菜が自由に食
べられるとあって、職員の間でかなり好評で
した」と語る。徳島県は、カリフラワーや春
夏ニンジンの出荷量が全国1位で、関西や関
東方面にも出荷する有数の野菜生産県。野
菜をもっと食べないと、もったいない！？

県庁食堂にサラダバーを設置
150円でおかわり自由

こんな取り組みも
―
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る
。
た
だ
、
「
こ
の
危
機
感
が
、
組
合
員
や

各
職
場
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
参
加

者
の
少
な
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
、
前

出
・
北
浦
さ
ん
は
見
る
。

同
事
業
を
担
当
し
て
い
る
、
医
療
保
健
課

副
課
長
の
三
谷
昌
司
さ
ん
は
、
「
ま
ず
、
事

業
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し
て

少
し
で
も
多
く
の
組
合
員
の
方
々
に
利
用
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
訴
え
る
。

「
死
亡
率
第
1
位
」
に
は

実
は
詳
細
な
検
討
が
必
要

と
こ
ろ
で
、
徳
島
県
の
糖
尿
病
死
亡
率
第

1
位
の
原
因
と
し
て
、
野
菜
摂
取
量
の
少
な

さ
や
運
動
不
足
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
厚
生
労
働
省
の
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
で
は
、
徳
島
県
の
野
菜
摂
取
量
は
男
性

全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
、
女
性
ワ
ー
ス
ト
2
位

と
な
っ
て
い
る
。
1
日
当
た
り
の
平
均
歩
数

も
、
男
女
と
も
に
全
国
平
均
よ
り
少
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は

異
論
も
あ
る
。
徳
島
県
保
健
福
祉
部
医
療
健

康
総
局
健
康
増
進
課
健
康
推
進
担
当
主
任
の

竹
谷
水み

香か

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
前
出
・
県
民
健

康
栄
養
調
査
で
は
、
野
菜
摂
取
量
1
日

3
5
0
g
（
健
康
日
本
21
の
目
標
）
に
対
し

て
70
g
程
度
不
足
は
し
て
い
る
も
の
の
、
全

国
平
均
な
み
の
摂
取
量
は
あ
る
と
い
う
。
炭

水
化
物
や
砂
糖
の
摂
取
量
も
、
全
国
平
均
と

比
較
し
て
際
立
っ
て
多
い
と
い
う
結
果
も
出

て
い
な
い
。
「
車
社
会
で
歩
数
が
少
な
く
、

運
動
不
足
で
あ
る
の
も
確
か
で
す
が
、
そ
れ

は
全
国
の
地
方
ど
こ
で
も
同
じ
事
情
な
は

ず
」
と
竹
谷
さ
ん
。

そ
も
そ
も
「
死
亡
率
第
1
位
」
に
つ
い
て

も
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
第
1
位
」
な

の
は
、
年
齢
構
成
を
考
慮
し
な
い
粗
死
亡
率

に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
を
年
齢
調
整
死
亡

率
で
見
る
と
、
徳
島
県
は
女
性
は
第
1
位
だ

が
、
男
性
は
20
位
な
の
で
あ
る
※3
。
ま
た
糖
尿

病
に
よ
る
死
亡
率
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る

服
薬
中
断
な
ど
、
生
活
習
慣
以
外
の
フ
ァ
ク

タ
ー
も
影
響
す
る
。

さ
ら
に
、
あ
る
関
係
者
は
受
療
率
に
も
疑

問
を
投
げ
か
け
る
。
医
療
で
は
「
供
給
が
需

要
を
生
む
」
、
つ
ま
り
豊
富
な
医
療
資
源

が
、
過
剰
な
ニ
ー
ズ
（
受
療
）
を
招
く
こ
と

は
、
多
く
の
識
者
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
。
ち

な
み
に
徳
島
県
の
人
口
10
万
人
当
た
り
の
病

院
数
は
、
高
知
県
、
鹿
児
島
県
に
次
ぐ
全
国

第
3
位
で
あ
る
※4
。
「
糖
尿
病
が
多
い
か
ら
受

療
率
が
高
く
な
る
」
と
速
断
は
で
き
な
い
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
徳
島
県
の
糖
尿

病
死
亡
率
や
受
療
率
の
高
さ
を
生
活
習
慣
だ

け
に
求
め
、
「
一
次
予
防
を
徹
底
し
さ
え
す

れ
ば
良
い
」
と
は
言
い
難
く
な
っ
て
く
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
糖
尿
病
は
遺
伝
的
要
因
が

強
く
影
響
す
る
疾
患
で
あ
る
。

半
面
、
2
型
糖
尿
病
な
ら
ば
、
遺
伝
的
要

因
の
強
弱
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
習
慣
の
改

善
で
確
実
に
予
防
で
き
る
こ
と
も
、
ま
た
事

実
だ
。
発
症
し
て
も
、
生
活
習
慣
改
善
を
含

む
自
己
管
理
の
徹
底
に
よ
っ
て
確
実
に
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
糖
尿
病
の
発

症
・
重
症
化
の
予
防
に
お
い
て
、
生
活
習
慣

改
善
の
重
要
性
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。

県
民
に
浸
透
し
た「
死
亡
率
第
1
位
」

生
活
習
慣
改
善
の
絶
好
の
機
会
に

緊
急
事
態
宣
言
以
降
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
は

糖
尿
病
に
つ
い
て
繰
り
返
し
大
き
く
取
り
上

げ
、
今
や
「
死
亡
率
第
1
位
」
を
知
ら
な
い

県
民
は
い
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
前
述
し

た
よ
う
に
デ
ー
タ
の
取
り
方
な
ど
を
勘
案
す

れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
過
剰
反
応
と
と
れ
な
く

も
な
い
。

こ
の
点
に
つい
て
前
出・竹
谷
さ
ん
は
、「
確
か
に

そ
れ（
過
剰
反
応
）は
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。し
か
し
、こ
ん
な
状
況
を
逆
手
に
とって
、県

民
の
皆
さ
ん
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
も
ら
う

絶
好
の
機
会
と
し
て
、前
向
き
に
と
ら
え
た
い
で

す
ね
」と
語
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
公
務
職
場
で
は
ど
う
か
？

　

前
出
・
共
済
組
合
の
例
で
見
る
限
り
、
糖
尿

病
に
限
ら
ず
生
活
習
慣
病
全
般
に
対
す
る
県
内

市
町
村
の
危
機
感
は
あ
ま
り
高
い
と
は
言
え
な

い
。
今
回
の
取
材
前
の
問
い
合
わ
せ
に
も
、

「
住
民
向
け
対
策
で
手
一
杯
。
職
員
対
象
の
対

策
ま
で
、
な
か
な
か
手
が
回
ら
な
い
」
と
い
う

自
治
体
が
多
か
っ
た
。

県
民
向
け
の
対
策
と
同
様
、
公
務
職
場
に

お
い
て
も
、
「
死
亡
率
第
1
位
」
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
前
向
き
に
生
か
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

も
、
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

し
か
し
食
事
や
栄
養
の
情
報
は
、
家
庭
内
で

実
際
に
食
事
を
つ
く
る
方
ま
で
到
達
し
な
け

れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
は
も
と

よ
り
生
活
習
慣
病
全
般
に
つ
い
て
は
、
世
帯

単
位
、
家
族
単
位
で
の
情
報
提
供
、
啓
発
活

動
を
考
え
る
べ
き
で
す
。
ま
た
そ
の
意
味
で

は
、
共
済
組
合
単
独
で
は
な
く
、
国
保
、
政

管
健
保
、
健
保
組
合
な
ど
医
療
保
険
者
間
の

垣
根
を
越
え
、
家
庭
内
の
誰
に
で
も
共
通
し

て
情
報
提
供
で
き
る
仕
組
み
も
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
が
、
北
浦
さ
ん
の
考

え
だ
。

生
活
習
慣
病
対
策
事
業
で
の
目
下
の
課
題

は
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
。
昨
年
度
と
今
年

度
の
事
業
へ
の
参
加
者
を
見
て
も
、
非
常
に

少
な
い
（
表
2
）
。

①
の
栄
養
相
談
以
外
は
、
す
べ
て
平
成
20

年
度
以
降
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
そ
の
背
景

に
は
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣

病
に
か
か
る
医
療
費
が
財
源
を
圧
迫
す
る
と

い
う
、
医
療
保
険
者
と
し
て
の
危
機
感
が
あ

※ 3　厚生労働省：平成 22年都道府県別年齢調整死亡率
※ 4　厚生労働省：平成 22年医療施設調査

徳島県保健福祉部医療健康総局
健康増進課主任・竹谷水香さん

徳島県市町村職員共済組合
生活習慣病対策事業の参加者表2

平成23年度 平成24年度
（見込みも含む）

①栄養相談 32人（5所属所） 50人（8所属所）

②生活習慣チェック
（20年度～）

205人
（42.6％）＊1

288人
（60.0％）＊2

③禁煙支援事業
（23年度～）

1回目 2回目 1回目 2回目

22人 14人 9人 40人

④食生活指導
（24年度～） ― 18人（8月まで）

＊1　対象者481人に対する回答者205人の割合
＊2　対象者480人に対する回答者288人の割合
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徳
島
大
学
病
院
糖
尿
病
対
策
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
・
特
任
教
授

　船
木
真
理
氏
に
聞
く

県
民
の
疫
学
調
査
を
通
し
て

運
動
・
食
事
の
指
針
づ
く
り
め
ざ
す

ま
こ
と

インタビ
ュー

研
究
は
、対
象
者
を
H
ｂ
A
１
ｃ
（
N
G
S
P

値
）
に
よ
っ
て
、
正
常
域
（
5
・
6
％
未
満
）、

正
常
高
値
（
5
・
6
％
以
上
6
・
0
％
未
満
）、
境

界
域
（
6
・
0
％
以
上
6
・
5
％
未
満
）、
糖
尿
病

域
（
6
・
5
％
以
上
）
の
4
群
に
分
け
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。

図
は
、
4
年
間
継
続
受
診
し
た
4
2
4
人
の

H
ｂ
A
１
ｃ
の
推
移
を
見
た
も
の
で
す
。
20
年

か
ら
22
年
に
か
け
て
は
、
正
常
域
群
が
減
り
正

常
高
値
群
が
増
え
、
か
つ
正
常
高
値
群
か
ら
正

常
域
群
へ
と
改
善
し
て
い
る
例
は
非
常
に
少
な

い
。
た
だ
23
年
に
関
し
て
は
、
正
常
高
値
群
か

ら
改
善
す
る
例
が
増
え
、
正
常
域
群
の
割
合
も

増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
理
由
は
は
っ
き
り
し
て

い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
図
の
A
部
分
は
、
22
年
に
正
常
高
値

群
だ
っ
た
方
の
、
翌
年
の
移
動
先
を
見
た
も
の

で
す
。
こ
の
な
か
で
改
善
（
正
常
域
に
移
動
・

37
人
）
と
悪
化
（
境
界
域
に
移
動
・
12
人
）
し

た
方
に
つ
い
て
、
血
液
中
の
複
数
の
脂
肪
細
胞

由
来
ホ
ル
モ
ン
の
値
と
H
ｂ
A
１
ｃ
の
挙
動
の

相
関
を
調
べ
れ
ば
、
正
常
高
値
の
方
の
将
来
を

予
測
で
き
る
ホ
ル
モ
ン
を
特
定
で
き
ま
す
。
そ

れ
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
早
期
に
示
す
、

有
効
な
マ
ー
カ
ー
と
な
る
は
ず
で
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
敏
感
に
反
映

ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
の
有
用
性

解
析
の
結
果
、
そ
の
ホ
ル
モ
ン
は
ア
デ
ィ
ポ

ネ
ク
チ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

調
査
開
始
時
、
血
液
中
の
い
く
つ
か
の
脂
肪

細
胞
由
来
ホ
ル
モ
ン
の
中
で
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ

ン
値
は
、
H
ｂ
A
1
c
正
常
域
群
と
正
常
高
値

群
の
間
で
、
も
っ
と
も
顕
著
な
有
意
差
が
見
ら

れ
ま
し
た
。「
正
常
値
群
は
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン

高
値
、
正
常
高
値
群
は
低
値
の
傾
向
が
強
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
ア
デ
ィ

ポ
ネ
ク
チ
ン
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
早
期

マ
ー
カ
ー
と
し
て
も
有
用
で
は
な
い
か
」
と
の

仮
説
を
立
て
H
O
M
A
-I
R
と
比
較
実
験
し

ま
し
た
。
H
O
M
A
-I
R
は
、
空
腹
時
の
血
糖

値
と
イ
ン
ス
リ
ン
値
か
ら
の
換
算
で
算
出
で
き

る
安
価
な
マ
ー
カ
ー
で
す
。
集
団
を
対
象
と
す

る
健
診
で
、
コ
ス
ト
的
に
妥
当
で
あ
る
た
め
、

比
較
対
象
に
選
び
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
両
者
と
H
ｂ
A
1
c
と
の
挙
動

の
相
関
性
を
調
べ
た
結
果
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ

ン
の
ほ
う
が
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
強
い
相
関

性
を
示
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
H
b
A
1
ｃ
正

常
高
値
の
方
で
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
低
値
の
場

合
は
翌
年
悪
化
し
、
高
値
の
場
合
は
改
善
す
る

傾
向
が
強
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
点
、
H
O
M
A
-

I
R
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
か
っ
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

さ
て
、
当
研
究
は
徳
島
県
が
肥
満
者
の
割
合

が
高
い
こ
と
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
が
、
非
肥

満
者
に
も
有
用
な
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
マ
ー

カ
ー
は
な
い
か
調
べ
ま
し
た
。
ま
ず
「
非
肥
満
」

を
B
M
I
、
体
脂
肪
率
、
腹
囲
の
い
ず
れ
か
で

定
義
し
、
そ
れ
に
該
当
す
る
方
を
選
び
出
し
ま

し
た
。
次
に
非
肥
満
者
の
方
々
を
血
圧
、
空
腹

時
血
糖
、
血
中
脂
質
の
う
ち
2
項
目
以
上
に
異

常
値
を
も
つ
方（
S
群
）と
、そ
う
で
な
い
方（
C

群
）
に
分
け
ま
し
た
（
特
定
健
診
の
基
準
を
適

用
）。そ

し
て
、
S
群
と
C
群
に
つ
い
て
、
血
液
中

の
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
、
別
の
2
つ
の
脂
肪

細
胞
由
来
ホ
ル
モ
ン
を
比
較
・
解
析
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
S
群
と
の

間
に
強
い
相
関
が
見
ら
れ
ま
し
た
。「
非
肥
満
者

で
も
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
低
値
だ
と
、
メ
タ
ボ

傾
向
が
強
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
他
の
2
つ

の
ホ
ル
モ
ン
に
は
、
有
意
な
相
関
は
ま
っ
た
く

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

動
脈
硬
化
の
早
期
の
段
階
か
ら

「
血
管
に
着
目
し
た
保
健
指
導
」を

ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
は
、
身
体
測
定
で
容
易

に
測
定
し
得
る
脂
肪
の
量
に
関
係
な
く（
肥
満
者
、

非
肥
満
者
を
問
わ
ず
）、
そ
の
機
能
異
常
（
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
）
を
敏
感
に
反
映
す
る
、
有
効
な

マ
ー
カ
ー
と
な
り
得
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
健
診
受
診
者
全
員
に
ア
デ
ィ
ポ
ネ

ク
チ
ン
の
測
定
を
す
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
的
に

非
現
実
的
で
す
。
そ
こ
で
、
H
ｂ
A
1
c
が
や

や
高
め
な
方
に
限
定
し
て
測
定
し
、
糖
尿
病
や

メ
タ
ボ
に
つ
な
が
る
脂
肪
組
織
機
能
異
常
を
持

つ
方
々
へ
の
早
期
介
入
に
つ
な
げ
れ
ば
、
最
適

な
費
用
対
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
研
究
で
は
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
生

活
習
慣
と
の
関
連
性
を
割
り
出
し
、
糖
尿
病
予

防
に
必
要
な
運
動
量
や
食
事
の
指
針
づ
く
り
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
運
動
と
食
事
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
解
析
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
現
時
点
で
は
明
確
な
傾
向
は
出
て
き
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
解
析
が
で
き
て
指
針
が
固
ま
れ

ば
、
糖
尿
病
や
メ
タ
ボ
で
健
康
寿
命
を
縮
め
る

こ
と
に
な
る
動
脈
硬
化
の
発
生
・
進
展
を
な
る

べ
く
早
期
の
段
階
で
防
ぐ
、「
血
管
に
着
目
し
た

保
健
指
導
」
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
す
。

わ
れ
わ
れ
糖
尿
病
の
臨
床
に
関
わ
る
者
が
最

終
的
に
目
指
す
の
は
、
血
糖
値
を
下
げ
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
強
固
に
血
管
を
守
り
健

康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
で
す
。
今
後
の
研
究
成

果
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

船
木
特
任
教
授
は
、
前
出
・「
徳
島　

健
康
・
医
療
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の
一
環
で
あ
る
「
糖

尿
病
克
服
に
向
け
た
先
進
的
臨
床
研
究
」
の
研
究
代
表
者
で
あ
る
。
脂
肪
組
織
の
異
常
を
い

ち
早
く
検
出
し
健
常
者
の
中
か
ら
糖
尿
病
予
備
群
へ
の
移
行
者
を
見
出
す
指
標
づ
く
り
と
、

そ
の
原
因
と
な
る
生
活
習
慣
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内
事
業
所
の
約
１
４
０
０
人

（
県
職
員
を
含
む
）
を
対
象
に
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
継
続
中
だ
。
船
木
特
任
教
授
に
現
在
ま

で
の
研
究
成
果
や
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
た
。
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4年間継続受診した424人の
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